
■
歳
入
の
内
容

　

国
庫
支
出
金
（
特
別
定
額
給
付
金

給
付
事
業
費
補
助
金
な
ど
）
が
減
少

し
た
ほ
か
、
財
産
収
入
が
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
地
方
特
例
交

付
金
が
増
加
、
前
年
度
繰
越
金
が
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
出
の
内
容

　
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
の
完

了
な
ど
に
よ
り
総
務
費
が
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
方
、
子
育

て
世
帯
等
臨
時

特
別
給
付
金
給

付
事
業
な
ど
の

実
施
に
よ
り
、

民
生
費
が
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
が
９
月
15
日
、16
日
、

20
日
に
開
催
さ
れ
、
各
会
計
い
ず
れ
も
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
藤
澤　

和
成　

〇
田
中　

隆
徳

　

鈴
木　

一
樹　
　

水
柿　

美
幸

　

國
府
田
喜
久
男　

石
嶋　
　

巌

　

小
倉
ひ
と
美　
　

三
澤　

隆
一

　

小
島　

信
一　
　

増
渕　

慎
治

　

真
次　

洋
行　
　

秋
山　

恵
一

　
　
　
◎
委
員
長
　
〇
副
委
員
長

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

■
議
案
第
59
号
■

筑
西
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

問問����

6060
歳
に
達
し
た
職
員
の
給
与
を
月
額

歳
に
達
し
た
職
員
の
給
与
を
月
額

７
割
措
置
に
し
た
根
拠
は
。

７
割
措
置
に
し
た
根
拠
は
。

答答��

国
家
公
務
員
の
給
与
月
額
７
割
措
置

国
家
公
務
員
の
給
与
月
額
７
割
措
置

は
、
民
間
企
業
に
お
け
る
高
齢
者
雇

は
、
民
間
企
業
に
お
け
る
高
齢
者
雇

用
の
実
情
等
を
考
慮
し
、
再
雇
用
の

用
の
実
情
等
を
考
慮
し
、
再
雇
用
の

従
業
員
を
含
む
正
社
員
全
体
の
水
準

従
業
員
を
含
む
正
社
員
全
体
の
水
準

を
参
考
に
し
て
お
り
、
当
分
の
間

を
参
考
に
し
て
お
り
、
当
分
の
間
6060

歳
前
の
給
料
の
７
割
水
準
と
す
る
も

歳
前
の
給
料
の
７
割
水
準
と
す
る
も

の
で
、
職
員
の
定
年
の
引
上
げ
に
伴

の
で
、
職
員
の
定
年
の
引
上
げ
に
伴

い
、
国
家
公
務
員
の
取
扱
い
に
準
じ

い
、
国
家
公
務
員
の
取
扱
い
に
準
じ

た
措
置
を
講
じ
る
も
の
。

た
措
置
を
講
じ
る
も
の
。

問問�

イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
支
援
委
託
料
に
お

け
る
適
格
請
求
書
の
発
行
及
び
保
管

事
務
の
今
後
の
想
定
は
。

答答�

令
和
５
年
10
月
１
日
に
導
入
予
定
で

あ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
対
応
す
る

た
め
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
税

理
士
に
助
言
を
も
ら
い
、
令
和
５
年

３
月
31
日
ま
で
に
、
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
と
し
て
の
税
務
署
へ
の
登

録
を
行
い
、
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　

９
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
総
務
企
画

委
員
会
で
は
、
議
案
６
件
（
条
例
議
案

５
件
、
補
正
予
算
議
案
１
件
、）
に
つ

い
て
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
藤
澤　

和
成　

〇
田
中　

隆
徳

　

石
嶋　
　

巌　
　

小
倉
ひ
と
美

　

増
渕　

慎
治　
　

尾
木　

恵
子

　

堀
江　

健
一　
　

榎
戸
甲
子
夫

　
　
　
◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

総
務
企
画
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

◇
防
災
行
政
無
線
維
持
管
理
経
費

■
議
案
第
63
号
■

令
和
４
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

問問��

防
災
無
線
に
対
す
る
苦
情
の
現
状
は

防
災
無
線
に
対
す
る
苦
情
の
現
状
は
。

答答�

昨
年
度
の
苦
情
件
数
は
約
30
件
。
距

離
、
風
向
き
、
建
物
の
緊
密
性
の
問

題
も
あ
る
た
め
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
微

調
整
を
行
い
、対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
防
災
無
線
の
最

新
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

民生費民生費

174 億 5,974 万円174 億 5,974 万円

(36.6%)(36.6%)

総務費総務費

87 億 543 万４千円87 億 543 万４千円

(18.3%)(18.3%)

教育費教育費

57 億 3,712 万 6 千円57 億 3,712 万 6 千円

(12.0%)(12.0%)

衛生費衛生費

43 億 1,051 万 8 千円43 億 1,051 万 8 千円

(9.0%)(9.0%)

公債費公債費

42 億 1,705 万 9 千円42 億 1,705 万 9 千円

(8.9%)(8.9%)

土木費土木費

35 億 4,935 万 4 千円 (7.4%)35 億 4,935 万 4 千円 (7.4%)

消防費消防費 17 億 3,935 万 5 千円 (3.7%)17 億 3,935 万 5 千円 (3.7%)

その他その他 19 億 5,459 万 1 千円 (4.1%)19 億 5,459 万 1 千円 (4.1%)

市税市税

152 億 350 万 6 千円152 億 350 万 6 千円

(29.8%)(29.8%)

国庫支出金国庫支出金

97 億 4,458 万 8 千円97 億 4,458 万 8 千円

(19.1%)(19.1%)

地方交付税地方交付税

84 億 840 万 8 千円84 億 840 万 8 千円

(16.5%)(16.5%)

市債市債

58 億 8,760 万円58 億 8,760 万円

(11.6%)(11.6%)

県支出金県支出金
35 億 7,673 万円35 億 7,673 万円

(7.0%)(7.0%)

地方消費税交付金地方消費税交付金
24 億 3,144 万 9 千円24 億 3,144 万 9 千円

(4.8%)(4.8%)

その他その他 57 億 2,502 万 9 千円 (11.2%)57 億 2,502 万 9 千円 (11.2%)

決算特別委員会の様子

歳出歳入

◇
財
務
事
務
費

509 億 7,731 万円 476 億 7,317 万

　　7千円

黒子地区防災無線
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■
請
願
第
２
号
■

「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」
の

見
直
し
を
中
止
し
、
す
べ
て
の
農
家
経

営
へ
の
支
援
策
強
化
を
求
め
る
請
願

◎
中
座
　
敏
和   

〇
稲
川
　
新
二

　
國
府
田
喜
久
男　
　

 

保
坂
　
直
樹 

　

小
島　

信
一　
　

大
嶋　
　

茂

　

秋
山　

恵
一　
　

赤
城　

正
德

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

　

９
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
経
済
土
木

委
員
会
で
は
、
請
願
１
件
、
議
案
９
件

（
市
道
路
線
の
廃
止
等
議
案
２
件
、
補

正
予
算
議
案
４
件
、
企
業
会
計
未
処
分

利
益
剰
余
金
処
分
議
案
３
件
）
に
つ
い

て
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

経
済
土
木
委
員
会

経
済
土
木
委
員
会

問問�

電
気
料
値
上
げ
の
該
当
箇
所
は
。

答答��

全
体
で

全
体
で
9393
箇
所
の
公
園
が
あ
り
、

箇
所
の
公
園
が
あ
り
、
5555

箇
所
が
値
上
げ
の
対
象
。
主
な
も
の

箇
所
が
値
上
げ
の
対
象
。
主
な
も
の

は
、
勤
行
緑
地
、
下
岡
崎
近
隣
公
園
、

は
、
勤
行
緑
地
、
下
岡
崎
近
隣
公
園
、

神
明
近
隣
公
園
な
ど
。

神
明
近
隣
公
園
な
ど
。

問問�

麦
や
大
豆
な
ど
、
す
べ
て
の
耕
作
地

が
対
象
と
な
る
の
か
。

答答��

す
べ
て
対
象
と
な
る
。
例
え
ば
、
梨

す
べ
て
対
象
と
な
る
。
例
え
ば
、
梨

の
木
を
植
え
た
り
、
い
ち
ご
を
作
っ

の
木
を
植
え
た
り
、
い
ち
ご
を
作
っ

た
り
、
牧
草
を
作
る
な
ど
の
場
合
も

た
り
、
牧
草
を
作
る
な
ど
の
場
合
も

対
象
と
な
る
。

対
象
と
な
る
。

問問�

空
中
散
布
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
ド

ロ
ー
ン
に
変
更
す
る
な
ど
、
実
施
主

体
に
意
見
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答答��

実
施
主
体
は
農
業
共
済
組
合
。
ド
ロ
ー

実
施
主
体
は
農
業
共
済
組
合
。
ド
ロ
ー

ン
は
バ
ッ
テ
リ
ー
の
都
合
上
、

ン
は
バ
ッ
テ
リ
ー
の
都
合
上
、
1010
分分

間
で
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
し
か
薬
剤
を
撒

間
で
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
し
か
薬
剤
を
撒

け
な
い
た
め
、
す
ぐ
に
変
え
る
の
は

け
な
い
た
め
、
す
ぐ
に
変
え
る
の
は

難
し
い
。
ド
ロ
ー
ン
へ
の
移
行
は
、

難
し
い
。
ド
ロ
ー
ン
へ
の
移
行
は
、

実
施
主
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
検

実
施
主
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

討
し
て
い
き
た
い
。

◇
公
園
維
持
管
理
事
業

■
議
案
第
63
号
■

令
和
４
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

問問�

今
ま
で
、
ど
の
位
の
期
間
で
、
ど
れ

ほ
ど
積
み
立
て
を
し
て
い
る
の
か
。

答答��

平
成
平
成
2525
年
か
ら
条
例
を
施
行
し
、

年
か
ら
条
例
を
施
行
し
、

令
和
３
年
度
末
で
、
３
億
６
，

令
和
３
年
度
末
で
、
３
億
６
，

１
３
５
万
９
，
０
０
１
円
の
積
み
立

１
３
５
万
９
，
０
０
１
円
の
積
み
立

て
を
し
て
い
る
。

て
を
し
て
い
る
。

◇
団
地
排
水
建
設
事
業
基
金
積
立
事
業

■
請
願
第
１
号
■

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の
政
府
予
算
に

係
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願

■
議
案
第
52
号
■

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

問問��

教
職
員
の
志
願
者
増
加
の
た
め
に

行
っ
て
い
る
こ
と
は
。

答答�

教
職
員
採
用
試
験
の
会
場
を
県
内
だ

け
で
な
く
、
他
県
に
も
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
県
教
育
委
員
会
と
の
交
渉
の

中
で
採
用
条
件
や
給
与
、
手
当
に
つ

い
て
お
願
い
し
て
い
る
。

問問��
児
童
生
徒
と
教
員
が
使
用
す
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
違
い
は
。

答答��
基
本
的
に
は
同
じ
で
、
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
違
う
。
ま

た
、
教
員
用
で
は
教
材
や
有
害
サ
イ

ト
フ
ィ
ル
タ
ー
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

な
い
、
破
損
へ
の
補
償
に
加
入
し
な

い
な
ど
の
違
い
が
あ
る
。

　

９
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
福
祉
文
教

委
員
会
で
は
、
請
願
１
件
、
議
案
９
件

（
財
産
取
得
議
案
１
件
、
地
方
独
立
行

政
法
人
議
案
２
件
、
条
例
議
案
１
件
、

補
正
予
算
議
案
５
件
）
に
つ
い
て
審
議

し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 ◎

三
澤　

隆
一　

〇
鈴
木　

一
樹

　

水
柿　

美
幸　
　

津
田　
　

修

　

真
次　

洋
行　
　

仁
平　

正
巳

　

三
浦　
　

譲　
　

箱
守　

茂
樹

　
　
　
◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

福
祉
文
教
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

◇
農
林
航
空
防
除
支
援
事
業

◇
主
な
意
見

　�

業
務
拡
大
に
よ
っ
て
、
教
職
員
は
勤
務

時
間
の
超
過
な
ど
過
酷
な
労
働
条
件
で

働
い
て
い
る
。
教
職
員
定
数
を
改
善
し

な
い
と
、
誰
も
が
均
等
に
教
育
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

問問��

国
民
健
康
保
険
料
を
還
付
す
る
年
度

の
範
囲
に
つ
い
て
、
平
成
15
年
度
か

ら
平
成
19
年
度
と
し
た
理
由
は
。

答答��

固
定
資
産
税
と
同
様
に
最
大
20
年
間

遡
及
で
き
、
平
成
19
年
度
ま
で
は
関

城
、
明
野
、
協
和
地
区
で
資
産
割
を

適
用
し
て
い
た
た
め
。

■
議
案
第
64
号
■

令
和
４
年
度
筑
西
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
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